○○ハイキングのすすめ
（一行あける）
内田○理絵○
（一行あける）

○西浦和幼稚園に入って一年。様々な体験、チャレンジの場を与えていただいている。福だけでなく主人も私も。やらなきゃ損だと積極的に取り組んできたが、今回初参加したハイキングは格別だった。終わってみれば心地のよい疲れと達成感、心揺さぶられる貴重な体験だった。
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　五月二十二日快晴。八家族が参加のうち、半分がにんじん組のお友達だ。依田先生の笑顔に福も嬉しそう。天覧山、多峯主山はそれぞれ低い山だが、上って下っての繰り返しが運動不足の膝にくる。木々を抜ける爽やかな風、珍しい草花、ホーホケキョの声、五感に楽しいバラエティに富んだコース。これはいいかも♪
　ランチを川原で食べ、水遊びで笑顔がはじける。その後ラスト二キロになると無口になり、笑顔も消えた。でも予想に反して「抱っこ〜」「足が疲れた〜」の弱音は出ない。お友達や先生がいるからだろうが、それでも頼もしい。私も二歳の次男を背中に頑張った。
　ハイキング以降、子供と共に汗を流す快感にはまっている。子供の成長を特等席で見られるのはそう長い期間ではないのだから。今日も公園で鬼ごっこだ！
（この行には入力しないでください。）
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